
＜クリエイティブ・チーム＞

森優貴（K-BALLET Opto アーティステック・スーパーバイザー）

1998年から2001年までニュルンベルク・バレエ（ドイツ）に在籍したのち、シュテファン・ト

ス率いるヘッセン州立バレエ団（ドイツ）に10年以上在籍した。2012年にはレーゲンスブ

ルク歌劇場ダンスカンパニー（ドイツ）の芸術監督に就任。欧州における日本人初の芸

術監督となる。現在日本に拠点を移し、多くの振付作品を発表している。

ジュゼッペ・スポッタ（Giuseppe Spota）振付家。

2002年にバレット・ディ・ローマに入団。2004年アテルバレットに参加。在籍中、当時の芸

術監督マウロ・ビゴンゼッティの指導のもと、イリ・キリアン、オハッド・ナハリンらの作品を

踊る。その後ドイツへ渡り、ゴーティエ・ダンスに入団。2010年ヘッセン州立バレエ団に入

団、芸術監督のシュテファン・トスに感銘を受け、振付活動を始める。2011年トス振付『

Blaubart』に出演後、ドイツで最高峰の芸術賞である「ファウスト」賞受賞。同年ハノー

バー国際振付コンクール2位入賞。2019年よりMiRダンス・カンパニーゲルセンキルヒェ

ンの芸術監督。ヨーロッパで最注目の若き俊英振付家。

最果タヒ（さいはて　たひ）詩人。

2004年よりインターネット上で詩作をはじめる。2006年現代詩手帖賞受賞。2007年第一

詩集『グッドモーニング』刊行。同作で中原中也賞受賞。2015年、詩集『死んでしまう系

のぼくらに』で現代詩花椿賞を受賞、その後も詩集『夜空はいつでも最高密度の青色

だ』が、池松壮亮・石橋静河主演で映画化されるなど新しい詩の運動をまきおこす。現代

日本を代表する詩人である最果のレトリックを抑えたストレートで鋭い言葉が、どの様な

舞台演出へと昇華されるのか期待が高まる。

和田永（わだ えい）アーティスト、音楽家。

大学在籍中より音楽と美術の領域で活動を開始。2009年よりOpen Reel

Ensemble、Braun Tube Jazz Bandとして活動。2015年より古い電化製品から新た

な「電磁楽器」を創作しオーケストラを形作るプロジェクト「エレクトロニコス・ファン

タスティコス！」を始動、第68回芸術選奨文部科学大臣新人賞受賞。現代アート

の旗手として彼のパフォーマンスは常に注目を集めるが、本作では特に音楽家

としてのずば抜けた閃きが発揮される機会となるに違いない。

進美影（しんみかげ）デザイナー。

早稲田大学卒業後、一般企業に入社。退社後、パーソンズ美術大学に留学。2019年に

ニューヨークで自身のジェンダーレスブランド・MIKAGE SHINを立ち上げる。2022年に日

本メンズファッション協会ベストデビュタント賞を受賞。「個人の知性と強さを引き出す」を

理念に、国籍、年齢、性別を問わないデザインを提案している。そのボーダーレスでしな

やかな発想は、着る人の個性や美意識をさりげなく物語ってくれる。今回は、初めての舞

台衣裳制作としての参加となる。



＜参加ダンサー＞

酒井はな

５才よりバレエを始め、畑佐俊明に師事。1988年橘バレヱ学校に入学、牧阿佐美、三谷

恭三に師事。93年牧阿佐美バレヱ団入団、18才で『くるみ割り人形』主役デビュー。97

年開場とともに新国立劇場開場バレエ団に移り、柿落とし公演『眠れる森の美女』にて森

下洋子、吉田都と競演。以降同団プリンシパルとして数々の初演を含む主演を務める。

優れた表現力と高い技術に品格の備わった、日本を代表するバレエダンサーのひとり。

クラシックバレエを中心にコンテンポラリーダンスやミュージカルにも出演。

2013年島地保武と共にダンス・ユニットAltneu<アルトノイ>を立ち上げる。レパートリーは

古典バレエから岡田利規等の現代作品まで幅広い。2009年芸術選奨文部科学大臣

賞、2015年第35回ニムラ舞踊賞、2017年紫綬褒章、2018年第39回橘秋子賞特別賞、

2020年東京新聞舞踊芸術賞受賞。


